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２ パネリストによる講演  群馬会場 

 

2.5 群馬会場   

2.5.1 体育活動における熱中症予防 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１）熱中症 

①熱中症とは 

・熱中症とは暑い環境で生じる障害の総称。 

・地球温暖化、都市化で気温上昇、熱中症が増加。 

    軽症～中等症が多いが、重症では死亡することもある。 

・熱中症死亡は日最高気温 30℃以上で増え始め、気温が高くなるに従って急激に増加。 

・多くは、高齢者が日常生活で発症。     

・成人では屋外の労働現場、スポーツ、日常生活。 

・若者ではスポーツによるものが多い。 

・暑い中で何らかかの活動をすれば、熱中症を完全に防ぐことは難しいが、重症、死亡は防げる。 

 

②スポーツにおける熱中症（学校管理下のデータから） 

・半数近くは気温 30℃以下、湿度 60％以上で発生。 

・約 4 割は 2 時間以内の運動で発生。 

・ランニング（持久走、ダッシュの繰り返し）で多く発生。 

・肥満者に多い。   

・肥満者では 30 分のランニングで死亡例あり。 

・安全だけでなく、トレーニング効果を上げるために暑さ対策が必要。 

 

（２）熱中症の病型と対処法 

①病型と対処法 

●熱失神： 皮膚血管が拡張し脳血流が低下する ⇒めまい、失神    

        対処法は涼しいところに運び寝かせる。 

●熱けいれん： 塩分が欠乏する  ⇒筋痙攣（こむらがえり） 

        対処法は生理食塩水（0.9％）など濃いめの食塩水を補給する。 

●熱疲労： 脱水⇒口喝、倦怠感、吐き気、頭痛、めまい 

        対処法は水分、塩分の補給（経口補水液、スポーツドリンク）。 

●熱射病：体温調節の破綻 

パネリストによる講演 

「体育活動における熱中症予防」 

 

 川原 貴    
 
大学スポーツ協会副会長 
医師、熱中症 

 

（略歴） 
スポーツ医学・内科の医師、国立スポーツ科学センター長を経て、現在大学スポーツ協会副会

長、日本スポーツ協会医・科学委員会委員長としてアスリートの健康を支援。 
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  （重症） ⇒高体温、脳機能障害（意識障害、運動障害）、多臓器障害、出血（DIC） 

        死の危険がある緊急事態であり、対処法は体を冷やし、病院へ搬送する。 

 

②熱射病が疑われる場合の処置 

〇熱射病は意識障害と高体温が特徴である。 

〇応答が鈍い、言動がおかしい場合には疑う。 

〇死の危険がある緊急事態では、いかに早く体温を下げ、意識を回復させるかが鍵となる。 

〇30 分以内に深部体温を 40℃以下に下げれば救命できる。 

〇氷水、冷水に首から下をつけるのが最も効果的である。 

〇氷水に浸したタオルを全身に当て、頻繁に取り換える。 

〇水道水をかけ続ける。扇風機で扇ぐ。 

〇追加的に氷やアイスパックで、首、腋下、鼠径部を冷やす。 

 

（３）熱中症の実態、学管理下の熱中症死亡事故の実態（JSC データより） 

〇ほとんどが運動部活動、一部校内スポーツ行事。 

〇運動部活動では夏、校内スポーツ行事では春・秋に発生。 

〇梅雨明けの 7 月下旬、8 月上旬に多い。 

〇気温 25～30℃でも湿度が高いと発生する。 

〇早朝、夕方にも発生する。 

〇運動部活動では野球、ラグビー、サッカー、剣道、柔道で多く発生。 

〇種目に関わらず、持久走やダッシュの繰返しで多く発生。 

〇激しい運動では短時間（30 分）でも発生する。 

〇高校生が 7 割、1 年、2 年で多い、9 割は男性。 

〇7 割は肥満。 

 

（４）熱中症予防の原則 

①環境条件を把握し、それに応じた運動、水分・塩分の補給 

・暑い時期は日中の時間帯は避け、照明があれば夜間に。 

・頻繁に休憩をとる（1 回／30 分 ⇒1 回／10～20 分） 

・こまめに水分・塩分の補給、運動前後の体重減少 2％以内。 

・休憩時に体を冷やす。日陰、風に当たる、手を冷やす、アイススラリー。 

②暑さに徐々に慣らしていく 

・急に暑くなった時は運動を軽くする。 

・短時間の軽い運動から 1～2 週間かけて徐々に慣らしていく。 

③個人の条件を考慮する 

・暑さに弱い人（肥満、体力が低い、暑さに慣れていない）は運動を軽減する。 

・睡眠、食事をしっかりとり、体調を整える。 

・体調をチェック。体調が悪い時（発熱、疲労、下痢、睡眠不足）は無理に運動をしない。 

④服装は軽装とし、透湿性や通気性のよい素材にする、直射日光は帽子で防ぐ 

・剣道など防具を使用する競技では休憩時に防具を外して、熱を逃がす。 

⑥具合が悪くなった場合には、早めに運動を中止し必要な処置をする 

・具合が悪い場合には、自ら申し出るか自ら休むよう普段から指導しておく。 
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（５）発表資料 
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２ パネリストによる講演  群馬会場 

 

2.5.2 スポーツ指導における指導者の法的責任 

 

（１）児童・生徒に対するスポーツ指導において指導者の責任が問われる理由 

児童・生徒は危険を予見し、これを回避する能力が指導者（大人）と比べて低いと考えられているため、

指導者（大人）の側に危険を予見し、これを回避するための配慮（安全配慮）が求められる。 

 

（２）スポーツ指導者に求められる安全配慮義務の内容 

①安全配慮義務 

児童・生徒に対するスポーツ指導に際しては、指導者が「施設」、「用具」、スポーツの「実施方法」、「指

導対象者」に関し、安全配慮義務を尽くしていたか否かが問題となる。 

 

●施設の具体例：狭いグラウンドで野球部の打球が練習中の他のクラブ生徒にあたった事案 

→事故以前にも再三あたっていたことを知りつつ、対策をたてなかったとして県の責任が肯定された。 

 

●用具の具体例：小学校のソフトボール授業で、ファウルチップのボールが小学４年生の眼にあたり失明

してしまった事案 

→小学生であることなどを考慮して指導者の過失が肯定された。 

 

●実施方法の具体例：高校の野球部員が公道をランニング中に、通行人に衝突して怪我をさせた事案 

→高校生であることなどを考慮して教師の責任は否定された。 

 

●指導者の具体例：高校の野球部員が、夏合宿先でグラウンドをランニング中に熱射病で死亡してしま

った事案 

→高校生であることなどを考慮して指導者の責任は否定された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

パネリストによる講演 

「スポーツ指導における指導者の法的責任」 

 

 溝内 健介    
    

清水法律事務所弁護士   
    

（略歴） 
弁護士、東京六大学野球連盟（大学野球）審判員、東京都野球連盟（社会人野球）審判員、東京都高等

学校野球連盟（高校野球）審判委員、日本高等学校野球連盟（甲子園）審判委員。 
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２ パネリストによる講演  群馬会場 

②熱中症についての具体例 

●テニス部に所属する高校２年生女子生徒が、５月下旬に校外で行われたテニス部の練習中に熱中症

に罹患し、これにより重度の障害が生じた事案 

→裁判所の判断：テニス部顧問教諭は「生徒の体調等に配慮した練習軽減措置等の義務」に違 

反したものと認定し、学校の設置者の損害賠償責任を認めた。 

→本件顧問は，通常よりも練習時間も長く、練習内容も密度の高いメニューを本件生徒に指示した上、

水分補給に関する特段の指導もせず、水分補給のための十分な休憩時間を設定しない形で練習の指示

をしていたことが認められる。と判断し顧問の責任を肯定。 

 

③跳箱運動についての具体例 

「指導者や学校側の法的責任が肯定された事例」 

●中学２年生の男子生徒が跳箱運動である前方倒立回転跳びの授業中、着地に失敗して右下腿骨を

骨折した事故について、担当教諭に指導上の過失があったとして学校側の損害賠償責任が認められた。 

→裁判所の判断：指導者は、生徒の能力に応じて個別的、段階的指導をすべきであり、補助者に補助

の仕方を十分説明して体得させ、場合によっては教師自ら補助を行う等して、生徒の事故発生を未然に防

止すべき注意義務がある。 

 

 「指導者や学校側の法的責任が否定された事例」 

●中学２年男子生徒が体育の授業中、跳箱を跳んだところ、着地に失敗して胸椎圧迫骨折、腰背部打

撲傷の傷害を負った事故について、担当教諭に過失は認められないとして学校側の損害賠償責任が否定

された事案 

→裁判所の判断：担当教諭は、本件事故発生前に前方倒立回転跳び等の回転系の技の危険性を周知

徹底し、かかる技を授業において禁止する旨指導する義務を尽くしていたものといえる。担当教諭には、危

険性周知徹底及び禁止指導義務違反の過失は認められない。 

 

④体育授業中についての具体例 

●中学校生徒が体育の授業中に競技を離脱して倒れて後日死亡した学校事故について、生徒の父母

が、体育教諭、養護教諭及び校長の過失を主張して、学校の設置者に対し損害賠償を求めた事案 

→裁判所の判断：体育教諭及び養護教諭それぞれについて、具体的事実関係に対応した判断基準の

適用の筋道を判示した上で、いずれの過失も否定した。 

 

（３）おわりに 

法律は、不可能なことまでスポーツ指導者に求めているわけではない。 

予見できる危険、回避できる危険について、可能な範囲の安全配慮を求めている。 

過去に現実に起きてしまった事故を知り、想像力を膨らませて危険を予見し、これを回避するための方

策を全力で考え、その方策を現実に実施することが極めて重要である。 
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（４）発表資料 
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２ パネリストによる講演  群馬会場 

 

2.5.3 群馬県中体連が取り組んでいる安全対策 

 

（１）各競技部からの事故報告等 

〇大会中の事故 

・令和６年度 

総合体育大会：１１件（ソフトテニス、軟式野球、ソフトボール、バスケットボール） 

新人大会：３件（バドミントン、柔道、バスケットボール） 

強化練習会などのけがや事故：２件（陸上競技、剣道） 

・令和７年度 

総合体育大会：5 件（ソフトテニス、バレーボール、バスケットボール） 

新人大会：３件（柔道、バスケットボール） 

強化練習会などのけがや事故：０件 

（２）事故の未然防止や県中体連の対応について 

・群馬県中体連としては、4 月の競技部総会にて、事故・防犯必携を全競技部、関係者へ配付し、周知

徹底を図っている。また、大会後の会議では、各競技部より事故報告等を行い、全体で情報共有を行って

いる。 

・事務局としては、競技部からの報告を受け、県教育委員会健康体育課担当へ事故の速報を伝えてい

る。事故の状況によっては、指示を仰ぎ、迅速な対応を図る。また、該当生徒の所属学校の管理職へ連絡

し、事故の情報共有と生徒の状況を把握している。 

（３）主催大会での安全対策について  

①救護係としての看護師派遣について 

令和５年度より、県看護協会の協力のもと、救護係として看護師の派遣が始まった。 

令和６年度には、希望した全競技部に看護師の派遣ができ、大会運営において、万全な安全対策が講

じられた。看護師が入らない日程がある場合は、養護教諭にお願いする。 

②サッカー部の対応について 

・メディカルスタッフ（理学療法士）の導入。 

③柔道部の対応について 

・医師（脳外科医）と柔道整復師の派遣を導入。 

（４）各競技部が取り組んでいる主な安全対策            

①ソフトボール部 

・暑熱対策：給水タイム、90 分の時間制、午前中２試合の導入。 

②軟式野球部 

パネリストによる講演 

「群馬県中体連が取り組んでいる安全対策」 

 

 嘉村 昭雄    
    

群馬県中学校体育連盟理事長 
 

（略歴） 
群馬県中学校体育連盟主催大会の運営、日本中学校体育連盟並びに関東中学校体育連盟との連携など、

群馬県中学校の体育・スポーツの振興に従事。 
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・暑熱対策：会場数（４会場）を増やし、午前中に試合、ウォーターブレイク、健康状態のチェックと休息の

導入。シートノックの廃止、ベンチ内扇風機。 

③バスケットボール部 

・看護師との連携。 

④ハンドボール部 

・冷房が効く選手控え室確保、ハーフタイムの延長。 

⑤ソフトテニス部 

・個人戦を２日間開催にし、１日の試合数を減少、ヒートルールの適用。 

・駐車場係と連携して緊急車両の通り道を確保、クールダウンできるエアコン部屋の確保。 

⑥卓球部 

・動線の確保、観客や保護者への熱中症の注意喚起 

⑦バドミントン部 

・AED の設置や場所の確認、看護師を大会で依頼。 

⑧サッカー部 

・雷検知器を活用、試合時間を細分化、役員の活動時間を概ね半日となるよう交代制の導入。 

・メディカルスタッフが、試合前後の体やケガのケアチェック。 

⑨陸上競技部 

・日本陸上競技連盟安全ガイドの視聴・周知、陸上競技安全対策ブック、安全対策ガイドラインの配布及

び周知。 

・ラウンド形式（予選⇒決勝）の２本をタイムレース決勝の１本に切り替え。 

⑩相撲部 

・初心者講習会の実施、スポーツドリンクや熱中症対策用タブレットやアメの配布。 

⑪ダンス部 

・荷物の運搬は複数人で実施、塩分補給タブレットの配布、リフト（持ち上げる技）には補助。 

⑫柔道部 

・県中体連主催大会にはドクター1 名帯同、 

⑬スケート部 

・マウスピースやネックガードの着用。 

⑭スキー部 

・ゴールやコース脇のネットの設置の徹底、スピードコントロールやスタートインターバルのコントロールの

徹底。 

⑮剣道部 

・看護師の配置、竹刀検量を行い破損している竹刀を使用しない。 

・試合中でも面を外して水分補給、適宜休憩時間がとれるよう組み合わせを設定。 

⑯テニス部 

・ミストの設置、ヒートルールの適応。 

（５）今後の課題 

・基本的対策として事故・防犯必携等で示しつつ、各競技部が事故防止対策や対応を工夫して、迅速か

つ的確な対応を行っている。また、救護係として引き続き、看護師の依頼やメディカルスタッフ、医師・柔道

整復師など専門的な処置が行えるように推進していく。 

・今後も県中体連としては、選手の安全を最優先に考え、より一層、安全安心な大会運営を実施し、大会

を通して選手の健全な育成が図られるよう努めていく。 
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